
製材JASに対応した県産材天然乾燥技術

１ 情報・成果の内容

（１）背景・目的

平成 25 年 6 月に製材の日本農林規格（JAS）が一部改正され、新たに天然乾燥に係る基準
が策定された。これにより人工乾燥設備を導入していない製材所でも天然乾燥 JAS を取得す
れば、天然乾燥 JAS 指定物件への出荷が可能となり、品質の明らかな製品として信頼アップ
にも繋がる。しかし、これまでの天然乾燥は各製材所の経験則に依るところが大きく、品質（含

水率・割れ）の管理も十分とはいえなかった。そこで、今回、需要の多い鳥取県産製材品９種

を対象として、乾燥過程、遮光ネットの効果、寸法変化、含水率計による乾燥管理手法等を調

査した。

なお JAS で規定する天然乾燥処理は、以下のとおりであり、人工的な乾燥処理を一切含ま
ないものとされている。

製材の日本農林規格（ＪＡＳ）

定 義 天然乾燥処理…人為的及び強制的に温湿度等を調整することなく、一定期間、

桟積み等を行うことをいう

基 準 含水率… 試験片の含水率の平均値が、３０％以下であること

（２）情報・成果の要約

１）製材品の樹種、寸法、初期含水率、開始時期の違いによる、所定含水率までの乾燥に要

する期間や長期間（１～１.２年）後に到達する含水率を明らかにした。
２）遮光ネットで日射をさえぎっても、表面割れ量・乾燥速度・収縮率に影響しない。

３）製材品の樹種、寸法毎の、収縮率の変化を明らかにした。

４）上記の成果等を「県産材天然乾燥の手引き」（以下、手引き）として、具体的数値を入

れて取りまとめた。（「手引き」は近日中に鳥取県林業試験場ホームページ上で公開予定）

２ 試験成果の概要

（１）天然乾燥期間について

表 1 に 夏季及び冬季に設置した試験体（スギ製材品）が所定含水率へ低減するのに要した

日数を示す。初期含水率によって、乾燥期間は大きく異なるが、夏期開始分のスギ 35 × 240
㎜厚板では 1～２週間、スギ 120㎜正角では２週間～３箇月で JASの基準含水率（30%）に低
減した。スギ 150㎜正角やスギ 135× 255 ㎜平角などの断面積の比較的大きな製材品では初

期含水率が低いもので５か月、高いものでは１年間程度を要した。

（２）遮光ネットと表面割れ

図 1に遮光率の違いによる表面割れの発生長さ（cm/4面 m2）を示す。直射による表面割れ

を防ぐ目的で遮光ネットで製材品を被覆してみたが、遮光率を高くしても、表面割れに差はな

かった。なお、スギ正角で表面割れが多く発生する傾向であった。またスギ 35× 240㎜厚板
の表面割れは平均 50㎝／ 4面 m2で他と比べて少なかった。

（３）乾燥の進行と材の収縮

図 2 に天然乾燥時のスギ及びヒノキ 120 ～ 150 ㎜正角の収縮率を示す。製材品は含水率が
30%を下回る頃から収縮が始まり、含水率が下がるにつれて、収縮率が大きくなる。製材品の
種類、寸法によって収縮率が異なるため収縮率を把握しておくことで、粗挽き寸法を決める際

の参考となる。



表 1 スギ製材品の所定含水率への所用日数(夏季：7/24開始 冬季：12/16開始 )

図 1 各種製材品の表面割れの長さ 図 2 製材品の天然乾燥経過と収縮率

以上（１）～（３）に概要を記述したが、より詳細なデータやビニールハウスを利用した天

然乾燥試験等を「手引き」に掲載したので、参考にしていただきたい。

３ 利用上の留意点

ここにあげた成果概要は鳥取市河原町稲常の鳥取県林業試験場内で行った試験データに基づ

き作成したものです。このため、乾燥場所、設置方法、含水率計の機種等の条件により、異な

る結果となることがあります。
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寸法ごとに20本の試験体を初期含水率の高い順に6本、7本、7本を平均し、（高）、（中）、（低）とした


